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『
乗
合
船
』に
つ
い
て

田
坂
　
憲
二

は
じ
め
に

　

昭
和
二
十
年
と
二
十
一
年
に
、
二
冊
だ
け
発
行
し
て
途
絶
し
た
『
乗
合
船
』
と
い
う
同
人
誌
が
存
在
す
る
。「
同
人
と
会
員
に
之
を
別
ち
」（
編

輯
清
記
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
非
売
品
で
あ
っ
た
第
壹
輯
に
対
し
て
第
弐
輯
で
は
「
八
圓
」
の
定
価
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
純
然
た
る
同
人

誌
と
は
言
い
難
い
が
、
寄
稿
さ
れ
た
文
章
の
美
し
さ
と
洗
練
さ
れ
た
造
本
で
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
同
人
は
記
載
順
に
新
村
出
、
小
杉
放

庵
、
川
田
順
、
高
田
保
馬
、
吉
井
勇
、
中
川
一
政
、
中
山
正
善
、
湯
川
秀
樹
の
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。
発
刊
の
辞
に
あ
た
る
小
引
を
書
い
て

い
る
の
は
同
人
中
最
年
長
の
新
村
出
で
あ
る
が
、
同
人
全
体
と
の
交
友
の
密
度
や
バ
ラ
ン
ス
か
ら
考
え
て
、
中
核
と
な
っ
た
の
は
吉
井
勇
で
あ
ろ

う
。
編
集
者
・
発
行
者
が
、
吉
井
が
命
名
者
で
あ
る
甲
鳥
書
林
の
創
設
者
の
二
人
、
矢
倉
年
と
中
市
弘
で
あ
る
こ
と
も
そ
の
こ
と
を
強
く
推
測
さ

せ
る
。
小
杉
放
庵
や
新
村
出
か
ら
吉
井
勇
に
宛
て
た
書
簡
か
ら
も
そ
の
こ
と
は
裏
付
け
ら
れ
る
。

　

こ
の
『
乗
合
船
』
は
、
そ
の
名
前
の
ご
と
く
一
艘
の
船
に
乗
り
合
わ
せ
た
人
々
の
紐
帯
こ
そ
が
何
よ
り
の
魅
力
で
あ
る
。
関
わ
っ
た
人
々
が
こ

の
雑
誌
を
大
切
に
保
存
し
、
今
日
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
こ
と
は
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
雑
誌
の
同
人
た
ち
、
寄
稿
・
投
稿
し
た
人
々
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に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
と
と
も
に
、
書
名
や
発
行
の
経
緯
、
先
学
の
提
起
し
た
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
　
研
究
史
概
要

　

こ
の
『
乗
合
船
』
に
言
及
し
た
文
献
は
稀
少
で
あ
る
が
、
い
ち
は
や
く
こ
の
小
冊
子
に
着
目
し
た
の
は
、
や
は
り
と
い
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う

が
、
近
代
文
献
研
究
の
第
一
人
者
紅
野
敏
郎
で
あ
っ
た
。

　

紅
野
は
、
雑
誌
『
国
文
学　

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
誌
に
連
載
し
て
い
た
「
逍
遥
・
文
学
誌
」
の
第
一
二
六
回
（
平
成
十
三
年
十
二
月
）
で
こ

の
雑
誌
を
取
り
上
げ
、
第
壹
輯
、
第
弐
輯
の
全
目
次
を
掲
出
し
、
放
庵
・
一
政
・
新
村
・
吉
井
ら
の
短
歌
を
適
宜
紹
介
し
な
が
ら
、
こ
の
雑
誌
の

色
調
を
極
め
て
的
確
に
素
描
す
る
。
特
に
、
昭
和
二
十
年
創
刊
の
雑
誌
と
し
て
、
造
本
の
美
し
さ
と
、
時
流
に
超
越
し
た
言
説
の
多
さ
に
着
目
し

て
い
る
。「
逍
遥
・
文
学
誌
」
は
連
載
記
事
の
た
め
に
僅
か
四
ペ
ー
ジ
し
か
与
え
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
窮
屈
な
紙
面
に
、
形
態
と
内
容
の
両
面
か

ら
こ
の
雑
誌
の
特
色
を
見
事
に
抽
出
し
て
見
せ
た
紅
野
の
手
腕
は
巧
み
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
実
見
が
あ
ま
り
容
易
で
な
い
こ

の
雑
誌
で
あ
る
が（

１
）、
紅
野
の
文
章
を
読
め
ば
ま
さ
に
そ
の
本
自
体
を
手
に
取
っ
て
繙
い
た
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
紅
野
は
い
つ
『
乗
合
船
』
と
い
う
雑
誌
を
入
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
逍
遥
・
文
学
誌
」
第
一
二
六
回
の
書
か
れ
た
平
成
十
三

年
以
前
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
の
手
が
か
り
は
、
同
文
中
の
記
述
そ
の
も
の
に
見
ら
れ
る
。
紅
野
は
、
窮
屈
な
紙
面
の
六
分

の
一
ほ
ど
の
分
量
を
割
い
て
、
第
壹
輯
所
載
の
武
者
小
路
実
篤
の
「
利
玄
の
歌
へ
る
曼
珠
沙
華
」
の
記
事
を
取
り
上
げ
、
利
玄
の
短
歌
の
「
技
巧

ま
で
見
抜
い
た
発
言
」
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
小
学
館
版
『
武
者
小
路
実
篤
全
集
』
が
作
品
年
表
に
載
せ
な
が
ら
も
こ
の
文
章
そ

の
も
の
は
収
録
し
な
か
っ
た
こ
と
に
言
及
し
「
若
き
日
以
来
の
友
人
利
玄
へ
の
ゆ
き
と
ど
い
た
短
歌
理
解
ゆ
え
、
こ
の
上
な
く
悔
や
ま
れ
る
」
と

述
べ
て
い
る
。
紅
野
自
身
が
「
全
集
全
体
の
推
進
に
大
き
く
か
か
わ
っ
た
」
ゆ
え
の
自
省
を
籠
め
て
の
発
言
で
あ
ろ
う
。
注
目
さ
れ
る
の
は
「
こ

の
時
点
で
は
「
乗
合
船
」
は
見
て
い
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
、『
武
者
小
路
実
篤
全
集
』
の
刊
行
は
、
昭
和
六
十
二
年
一
月
か
ら
平

成
三
年
四
月
で
あ
る
か
ら
、
紅
野
が
こ
の
資
料
を
入
手
し
た
の
は
、
平
成
三
年
か
ら
平
成
十
三
年
の
十
年
間
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
拘
泥
し
た
の
は
、
紅
野
の
蒐
集
し
た
貴
重
な
雑
誌
類
は
日
本
近
代
文
学
館
に
寄
贈
さ
れ
て
整
理
中
で
あ
り
、『
乗
合
船
』
の
入
手
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経
路
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
紅
野
敏
郎
は
、
近
代
の
文
学
雑
誌
と
い
え
ば
必
ず
名
前
の
あ
が
る
扶
桑
書
房
か
ら
、
二

冊
・
二
万
四
千
円
で
『
乗
合
船
』
を
購
入
し
て
い
る
。
こ
れ
は
実
に
適
切
な
価
格
設
定
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
平
成
十
年
前
後
の
こ
と
と
す
れ

ば
、
こ
の
資
料
の
価
格
は
安
す
ぎ
ず
、
も
ち
ろ
ん
高
す
ぎ
ず
、
文
献
の
稀
覯
性
と
貴
重
性
を
熟
知
し
た
上
で
、
必
要
と
す
る
人
間
に
渡
す
こ
と
の

で
き
る
設
定
で
あ
ろ
う
。
こ
の
業
者
に
し
て
、
こ
の
研
究
者
あ
り
、
こ
の
雑
誌
を
入
手
し
た
紅
野
の
小
躍
り
す
る
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ

る
。

　

次
い
で
こ
の
雑
誌
に
言
及
し
た
の
が
、
近
時
吉
井
勇
研
究
で
次
々
と
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
細
川
光
洋
で
あ
る
。
細
川
は
『
湯
川
秀
樹
未

発
表
書
簡
吉
井
勇
宛
六
通
（
翻
刻
）　

附
吉
井
勇
宛
未
発
表
短
歌
を
含
む
九
首
』（
静
岡
県
立
大
学
国
際
関
係
学
部
『
国
際
関
係
・
比
較
文
化
研

究
』
一
四
、
平
成
二
十
七
年
九
月
）
の
中
で
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵
の
吉
井
勇
宛
湯
川
秀
樹
書
簡
か
ら
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
湯
川
の
短
歌
を
発
掘
し
、『
乗
合
船
』
所
収
の
短
歌
な
ど
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
当
時
の
湯
川
の
心
情
を
浮
き
彫
り
に
し
て
見
せ
た
。
多
く

の
資
料
に
息
を
吹
き
込
ん
で
蘇
ら
せ
た
紅
野
敏
郎
に
教
え
を
受
け
た
細
川
ら
し
い
、
資
料
紹
介
の
域
を
遙
か
に
超
え
た
す
ぐ
れ
た
論
考
で
あ
る
。

二
　『
乗
合
船
』
概
観
　
─
附
、
書
名
の
こ
と
な
ど
─

　
『
乗
合
船
』
は
Ｂ
五
判
の
大
本
。
第
壹
輯
が
、
昭
和
二
十
年
五
月
十
五
日
印
刷
、
五
月
二
十
日
発
行
、
編
集
発
行
人
が
京
都
市
左
京
区
下
鴨
泉

川
町
六
番
地
矢
倉
年
、
発
行
所
が
京
都
市
中
京
区
三
条
高
倉
東
入
養
徳
社
内
乗
合
船
刊
行
所
で
あ
る
。
第
弐
輯
が
、
昭
和
二
十
一
年
五
月
十
日
印

刷
、
五
月
二
十
日
発
行
、
編
集
人
が
京
都
市
左
京
区
下
鴨
泉
川
町
六
番
地
矢
倉
年
、
発
行
人
が
中
市
弘
、
発
行
所
が
京
都
市
左
京
区
下
鴨
泉
川
町

六
甲
文
社
（
乗
合
船
刊
行
所
）
で
あ
る
。「
輯
」
と
い
う
表
記
は
表
紙
に
よ
る
も
の
、
奥
付
で
は
「
号
」
表
記
で
あ
る
。
奥
付
に
見
え
る
二
人
の

人
物
、
矢
倉
年
と
中
市
弘
は
、
昭
和
十
年
代
に
京
都
を
根
城
に
内
容
・
造
本
共
に
時
代
を
超
え
た
優
れ
た
出
版
物
を
刊
行
し
た
甲
鳥
書
林
の
創
設

者
で
あ
る（

２
）。

甲
鳥
書
林
は
戦
時
下
、
昭
和
十
九
年
に
天
理
時
報
社
に
吸
収
さ
れ
養
徳
社
と
な
っ
て
い
た
が
、
中
市
弘
は
甲
鳥
書
林
社
長
か
ら
養
徳

社
社
長
に
横
滑
り
し
て
い
た
か
ら
、
第
壹
輯
の
編
集
発
行
人
を
矢
倉
年
と
す
る
も
の
の
、
実
質
的
に
は
第
弐
輯
同
様
に
、
編
集
矢
倉
年
、
発
行
中

市
弘
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
第
壹
輯
の
ち
ょ
う
ど
一
年
後
に
第
弐
輯
を
刊
行
し
た
。
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物
理
学
者
の
湯
川
秀
樹
に
、
そ
の
も
の
ず
ば
り
「
乗
合
船
」
と
い
う
文
章
が
あ
る
。『
新
村
出
全
集
』
第
八
巻
（
昭
和
四
十
七
年
一
月
）
の
月

報
の
た
め
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
（『
自
己
発
見
』
毎
日
新
聞
社
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
に
再
録
）、
湯
川
と
新
村
の
関
係
、
吉
井
と
の
関
係
、
甲

鳥
書
林
（
あ
る
出
版
社
と
書
か
れ
て
い
る
）
と
の
関
係
を
短
い
文
章
の
中
に
的
確
に
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。そ

う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
ど
う
い
う
切
っ
か
け
か
ら
で
あ
っ
た
か
、
和
歌
の
同
人
誌
を
出
す
話
が
進
行
し
、
思
い
が
け
な
く
私
も
同
人
の
一

人
に
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
村
・
吉
井
両
大
人
の
ほ
か
に
、
小
杉
放
庵
、
川
田
順
、
高
田
保
馬
、
中
川
一
政
、
中
山
正
善
と
い
う
顔
ぶ

れ
で
あ
っ
た
。
み
な
私
よ
り
年
長
者
で
あ
り
、
川
田
さ
ん
の
よ
う
な
専
門
の
歌
人
は
申
す
に
及
ば
ず
、
長
い
歌
歴
を
も
つ
人
た
ち
ば
か
り
で

あ
っ
た
。

湯
川
が
『
新
村
出
全
集
』
の
月
報
に
文
章
を
請
わ
れ
た
の
は
、
新
村
と
の
深
い
交
友
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
そ
の

テ
ー
マ
に
『
乗
合
船
』
を
選
ん
だ
の
は
、
新
村
が
こ
の
雑
誌
の
刊
行
の
序
に
当
た
る
「
小
引
」
を
書
い
て
い
て
、
そ
れ
が
「
乗
合
船
『
小
引
』」

と
い
う
標
題
で
こ
の
全
集
の
十
二
巻
に
収
録
さ
れ
た
こ
と
に
も
よ
る
だ
ろ
う
。
湯
川
は
「
創
刊
号
の
巻
頭
の
重
山
先
生
の
「
小
引
」
は
「
乗
合
船

は
、
俗
に
似
て
雅
…
…
」
に
始
ま
る
、
な
か
な
か
の
名
文
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
「
乗
合
船
」
と
い
う
こ
の
雑
誌
の
名
称
は
、
違
う
も
の
と
な
る
可
能
性
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

昭
和
十
九
年
三
月
二
十
二
日
の
日
付
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
消
印
も
同
日
）
吉
井
勇
宛
の
新
村
出
の
葉
書
（
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所

蔵
、
文
書
番
号
三
九
四
、
以
下
同
館
所
蔵
の
資
料
に
つ
い
て
は
文
書
番
号
を
明
記
す
る
）
に
よ
れ
ば
、
吉
井
か
ら
新
し
い
雑
誌
の
名
前
を
付
け
て

く
れ
と
言
わ
れ
た
新
村
は
、
最
初
に
「
静
好
」
と
い
う
名
前
を
提
案
し
て
い
る
。「
静
好
」
と
は
、「
詩
経
国
風
・
鄭
風
」
の
「
女
曰
雞
鳴
」
に
拠

る
も
の
で
、
い
か
に
も
新
村
出
ら
し
い
命
名
で
あ
る（

３
）。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
名
称
は
新
村
自
身
に
よ
っ
て
、
早
々
に
別
案
と
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
。

　

先
の
葉
書
の
約
一
週
間
後
、
三
月
三
十
日
の
日
付
（
消
印
は
三
十
一
日
）
の
あ
る
葉
書
（
文
書
番
号
五
二
九
）
に
は
、「
歌
の
ざ
つ
し
の
名

（
中
略
）
静
好
と
し
て
は
如
何
と
存
じ
居
り
候
処
、
過
日
ふ
と
『
乗
合
船
』（
稿
者
注
、
二
重
丸
の
傍
点
あ
り
）
と
し
て
は
一
層
お
も
し
ろ
か
ら
ん
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と
お
も
ひ
つ
き
候
が
御
替
不
可
、
如
何
に
や
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
最
終
的
に
こ
の
同
人
誌
の
書
名
と
な
っ
た
「
乗
合
船
」
は
、
実

は
第
二
案
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
も
に
新
村
出
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
初
案
の
「
静
好
」
と
「
乗
合
船
」
と
で
は
、
随
分
異

な
っ
た
印
象
に
な
る
。

　

こ
の
時
、
三
月
末
の
時
点
で
は
、
新
村
は
新
案
を
強
く
推
す
べ
く
直
接
吉
井
に
話
を
し
た
か
っ
た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が
「
御
転
宅
前
に
参
上
御

話
を
期
し
奉
り
候
へ
ど
も
、
寒
さ
暖
さ
定
め
な
き
ほ
ど
に
ひ
た
す
ら
冬
ご
も
り
」
と
い
う
状
況
で
、
そ
れ
が
叶
わ
な
い
と
続
け
て
い
る
。

　

こ
の
文
言
か
ら
、
吉
井
の
「
転
宅
」
の
話
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
吉
井
勇
は
、
昭
和
十
三
年
秋
、
四
国
高
知
か
ら
、
京
都
北

白
川
に
移
っ
て
き
た
。
言
わ
ば
漂
泊
の
四
国
時
代
を
切
り
上
げ
て
、
京
都
に
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ
し
て
、
次
々
と
優
れ
た
著
述
を
公
刊
し
て
き

た
。
北
白
川
に
は
川
田
順
や
臼
井
喜
之
介
も
お
り
、
吉
井
に
と
っ
て
は
好
も
し
い
土
地
柄
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
十
九
年
十
月
に
は

岡
崎
円
勝
寺
町
に
転
居
し
、
さ
ら
に
半
年
後
、
京
都
を
去
り
越
中
八
尾
へ
と
旅
立
つ
こ
と
と
な
る
。
吉
井
が
北
白
川
を
去
っ
た
の
は
自
ら
好
ん
で

で
は
な
か
ろ
う
が
、
こ
こ
を
去
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
は
こ
の
年
の
春
に
は
顕
在
化
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
新
村
の
文
言
で
は
、
吉
井
の
転
居

は
喫
緊
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
こ
の
の
ち
半
年
の
間
、
吉
井
の
北
白
川
時
代
が
続
く
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
は
、
吉
井
の
意

に
反
し
た
形
で
北
白
川
を
去
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
事
情
が
発
生
し
た
が
、
良
い
転
居
先
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
、
実
際
の
引
っ
越
し
が
遅
れ
た
と
い
う

内
実
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

い
さ
さ
か
脇
道
に
そ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
書
名
の
問
題
に
戻
り
た
い
。

　

第
二
案
と
し
て
提
案
さ
れ
た
「
乗
合
船
」
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
に
す
ん
な
り
と
変
更
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
新
村
の
葉
書
に
対

し
て
、
吉
井
勇
か
ら
あ
ま
り
芳
し
く
な
い
反
応
が
、
書
簡
か
何
か
で
届
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
時
の
吉
井
か
ら
の
返
信
は
確
認
出
来
な

い
が
、
吉
井
の
反
応
に
対
す
る
、
新
村
の
再
返
信
か
ら
そ
の
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
四
月
二
日
消
印
の
新
村
出
の
葉
書
（
文
書
番
号
五
三
〇
）
が
そ

れ
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
乗
合
船
の
名
、
い
か
に
も
御
来
示
の
如
に
（「
に
」
重
複
）
候
へ
ば
、
や
は
り
静
好
の
方
を
提
案
、
推
薦
如
何
」
な
ど

と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
葉
書
に
は
、
有
名
な
西
行
が
天
龍
川
で
乗
船
を
拒
絶
さ
れ
た
話（

４
）な
ど
に
「
乗
合
船
」
の
用
例
が
な
い
か
捜
し
て
み
た
と
も

記
さ
れ
て
い
る
。
猶
、
こ
の
逸
話
は
新
村
の
「
小
引
」
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。



─ 21─（226）

　

新
村
側
の
資
料
し
か
確
認
出
来
な
い
の
で
、
四
月
二
日
の
新
村
の
反
応
が
過
敏
な
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
吉
井
は
さ
ほ
ど
「
静
好
」

と
い
う
書
名
を
押
さ
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
「
乗
合
船
」
を
押
す
別
の
声
が
あ
っ
た
か
、
新
村
の
意
識
で
は
二
転
、
三
転
し
た
が
、
最
終
的

に
は
今
日
知
ら
れ
て
い
る
「
乗
合
船
」
と
い
う
書
名
に
落
ち
着
い
た
の
で
あ
る
。「
乗
合
船
」
と
い
う
形
で
書
名
が
決
着
し
た
の
は
意
外
に
早
か

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

新
村
が
「
や
は
り
静
好
の
方
を
」
提
案
し
て
か
ら
約
十
日
後
、
東
京
田
端
の
小
杉
放
庵
か
ら
吉
井
勇
宛
に
届
い
た
葉
書
か
ら
そ
の
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。
十
九
年
四
月
十
一
日
の
消
印
の
あ
る
そ
れ
に
は
、
放
庵
は
「
歌
の
雑
誌
は
お
も
し
ろ
い
催
し
と
存
ま
す
、
の
り
合
ひ
船
と
い
ふ
名
が
何

や
ら
文
化
文
政
じ
み
て
、
ず
ゐ
ぶ
ん
窮
し
た
も
の
だ
と
存
ま
す
」（
文
書
番
号
五
一
一
）
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
文
面
か
ら
、
既
に
「
乗
合
船
」

に
書
名
が
決
し
た
と
は
断
定
出
来
な
い
が
、
別
の
同
人
と
こ
う
し
た
や
り
と
り
が
あ
る
以
上
、
お
の
ず
か
ら
「
乗
合
船
」
と
い
う
名
前
に
帰
着
し

た
に
相
違
な
か
ろ
う
。

三
　
第
壹
輯
の
乗
船
者
た
ち
　
─
甲
鳥
書
林
人
脈
─

　

そ
れ
で
は
第
壹
輯
か
ら
検
討
し
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
目
次
を
掲
出
す
る
。

　
　

同
人
詠
草　

法
隆
寺
十
七
首　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
村
出

　
　
　
　
　
　
　

戦
ひ
を
思
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
杉
放
庵

　
　
　
　
　
　
　

希
摩
拉
耶
の
春　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
田
順

　
　
　
　
　
　
　

戦
争　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
田
保
馬

　
　
　
　
　
　
　

玄
冬
居
愚
草　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
井
勇

　
　
　
　
　
　
　

野
沢
七
首　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
一
政

　
　
　
　
　
　
　

出
詠
七
首　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
正
善

　
　
　
　
　
　
　

心
泉
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
川
秀
樹
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寄
稿
雑
載　

利
玄
の
歌
へ
る
曼
珠
沙
華　
　
　
　
　

武
者
小
路
実
篤

　
　
　
　
　
　
　

句
稿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
町
文
衛

　
　
　
　
　
　
　

紙
漉
の
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
村
六
郎

　
　

風
塵
詠
草　

風
塵
居
短
歌
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤
彦
三
郎

　
　
　
　
　
　
　

草
川
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
市
弘

　
　
　
　
　
　
　

五
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
と
う
子

　
　
　
　
　
　
　

旅
信　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
倉
年

　
　

小
引
・
伊
豆
流
翁　

題
箋
・
藤
井
紫
影　

口
絵
・
小
林
古
径　

カ
ッ
ト
・
小
杉
放
庵

目
次
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
頁
目
（
扉
）
に
「
表
紙
拓
本
解
説
」
と
、
四
十
二
頁
に
「
編
輯
清
記
」
が
あ
る
。
目
次
は
二
〜
三
頁
、
四
十

三
頁
に
同
人
名
、
四
十
四
頁
が
奥
付
で
あ
る
。

　

ま
ず
、「
同
人
詠
草
」
か
ら
補
注
の
必
要
な
も
の
を
簡
単
に
述
べ
る
。

　

新
村
の
「
法
隆
寺
十
七
首
」
は
標
題
に
か
く
あ
る
が
、
こ
の
十
七
首
に
「
大
神
楽
」
八
首
が
あ
り
、
総
計
二
十
五
首
。
放
庵
の
「
戦
ひ
を
思

ふ
」
は
、「
戦
ひ
を
思
ふ
」
十
首
「
予
科
練
習
生
」
六
首
「
眠
ら
れ
ず
」
六
首
「
稲
刈
る
ま
で
」
十
七
首
、
総
計
三
十
九
首
。
川
田
の
「
希
摩
拉

耶
の
春
」
は
「
林
蘭
居
画
伯
の
印
度
旅
行
談
を
聴
く
」
云
々
の
詞
書
が
あ
り
、
金
剛
峯
寺
の
依
頼
に
よ
る
イ
ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
の
石
崎
光
瑤
の

旅
の
談
話
に
触
発
さ
れ
た
も
の
。
高
田
保
馬
の
「
戦
争
」
は
、「
退
官
」
二
首
「
戦
争
」
七
首
「
春
寒
」
二
首
「
耐
乏
」
三
首
「
旅
中
所
見
」
六

首
、
総
計
二
十
首
。
吉
井
の
「
玄
冬
居
愚
草
」
は
、「
嚔
の
歌
」
六
首
「
破
れ
韈
の
歌
」
六
首
「
蘩
蔞
の
歌
」
六
首
、
総
計
十
八
首
。「
玄
冬
居
」

は
昭
和
十
九
年
秋
か
ら
二
十
年
初
め
に
か
け
て
の
岡
崎
円
勝
寺
の
住
居
の
こ
と
。
一
政
の
「
野
沢
七
首
」
は
雪
景
色
や
ス
キ
ー
を
詠
む
。
中
山
正

善
の
「
出
詠
七
首
」
に
は
「
千
百
と
せ
五
十
の
む
か
し
を
偲
び
つ
ゝ
文
庫
御
祖
の
石
碑
は
た
て
る
も
」
と
天
理
図
書
館
前
の
石
上
朝
臣
宅
嗣
卿
顕

彰
碑
を
詠
む
も
の
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
碑
文
の
文
章
は
新
村
出
作
で
あ
る
。
湯
川
の
「
心
泉
集
」
は
、「
そ
の
一
」
五
首
「
そ
の
二
」
四
首
「
阿

寒
行
」
三
首
「
当
麻
寺
」
三
首
「
生
母
の
死
に
遭
ひ
て
」
五
首
、
総
計
二
十
首
。
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こ
れ
ら
同
人
た
ち
、
い
わ
ば
『
乗
合
船
』
の
乗
船
者
た
ち
の
名
前
を
一
見
し
て
、
こ
の
頃
吉
井
勇
が
親
し
く
交
わ
っ
た
人
物
ば
か
り
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
そ
の
こ
と
と
当
然
重
な
り
合
う
わ
け
で
あ
る
が
、
す
べ
て
が
甲
鳥
書
林
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
人
物
で
も
あ
る
。
甲
鳥
書
林
の
社

名
の
命
名
者
で
あ
る
吉
井
勇
を
筆
頭
に
、
川
田
・
新
村
は
甲
鳥
か
ら
多
数
の
書
物
を
刊
行
し
て
お
り
、
吉
井
に
次
い
で
甲
鳥
の
ブ
レ
ー
ン
と
も
言

う
べ
き
存
在
。
経
済
学
者
高
田
保
馬
は
一
方
で
は
歌
人
で
も
あ
り
、
甲
鳥
書
林
か
ら
『
民
族
耐
乏
』『（
歌
集
）
洛
北
集
』
を
刊
行
し
て
幅
広
い
側

面
を
見
せ
る
。
小
杉
放
庵
は
、
甲
鳥
書
林
最
初
の
刊
行
物
で
あ
る
吉
井
の
『
天
彦
』
に
挿
画
を
提
供
、
中
川
一
政
も
尾
崎
士
郎
の
『
九
十
九
谷
』

の
装
丁
挿
画
を
担
当
し
て
い
る
。
書
林
の
広
報
誌
『
甲
鳥
』
の
第
一
号
は
「
歌
集
天
彦
特
輯
」、
第
二
号
は
「
井
原
西
鶴　

九
十
九
谷　

推
薦
集
」

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
書
物
が
甲
鳥
書
林
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
放
庵
と
一
政
は
甲
鳥
書
林
本
の
装
丁
や

挿
画
を
数
多
く
担
当
し
て
い
る
。
湯
川
秀
樹
の
『
理
論
物
理
学
入
門
』（
甲
鳥
学
書
シ
リ
ー
ズ
の
第
十
九
冊
）
は
予
告
の
み
で
未
刊
だ
が
、
戦
後

の
甲
鳥
書
林
か
ら
『
湯
川
秀
樹
選
集
』
を
刊
行
す
る
。
そ
し
て
、
中
山
正
善
は
甲
鳥
書
林
を
吸
収
合
併
し
た
養
徳
社
側
、
天
理
の
真
柱
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
う
し
て
見
る
と
、『
乗
合
船
』
は
甲
鳥
書
林
人
脈
に
よ
っ
て
船
出
し
た
書
物
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
発
行
者
中
市

弘
、
編
集
者
矢
倉
年
と
甲
鳥
書
林
の
二
人
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
同
人
の
す
べ
て
が
甲
鳥
書
林
人
脈
で
形

成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

寄
稿
雑
載
の
三
人
は
、
同
人
に
準
じ
る
存
在
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。「
編
輯
清
記
」
に
「
本
号
に
は
、
武
者
小
路
、
大
町
、
上
村
諸
家
の
稿
を
得

更
に
紫
影
博
士
の
題
簽
に
古
径
放
庵
両
画
伯
の
装
画
あ
り
以
て
創
刊
の
誌
を
飾
り
得
た
り
。
記
し
て
深
謝
す
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
三
人
に
つ
い

て
は
依
頼
原
稿
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
実
篤
は
『
西
鶴
』
を
、
吉
井
の
『
天
彦
』
と
同
時
に
、
甲
鳥
書
林
最
初
の
出
版
物
と
し
て
刊
行
し
て
い
る
。

「
利
玄
の
歌
へ
る
曼
珠
沙
華
」
に
つ
い
て
は
紅
野
が
詳
述
す
る
こ
と
第
一
節
で
述
べ
た
。
大
町
桂
月
の
息
、
文
衛
は
昆
虫
学
者
と
し
て
著
名
で
、

甲
鳥
書
林
か
ら
『
虫
・
人
・
自
然
』（
昭
和
十
六
年
）『
よ
し
き
り
物
語
』（
翻
訳
、
昭
和
十
七
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
上
村
六
郎
の
『
日
本
色

名
大
鑑
』
は
甲
鳥
書
林
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
で
あ
っ
て
、
同
書
の
発
行
所
名
が
甲
鳥
書
林
・
養
徳
社
・
甲
文
社
と
変
遷
す
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
甲

鳥
書
林
の
歴
史
を
凝
縮
し
て
い
る
。
こ
の
三
人
も
ま
た
甲
鳥
書
林
人
脈
に
連
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
寄
稿
雑
載
の
三
人
が
同
人
に
準
ず
る
の
は
、

同
人
と
こ
の
三
人
だ
け
は
各
原
稿
の
冒
頭
に
小
杉
放
庵
の
カ
ッ
ト
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
こ
れ
が
次
の
「
風
塵
詠
草
」
だ
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と
、
こ
の
項
目
の
冒
頭
に
カ
ッ
ト
が
あ
る
だ
け
で
、
個
人
個
人
に
は
描
か
れ
な
い
。
カ
ッ
ト
と
述
べ
た
も
の
は
、
上
記
「
古
径
放
庵
両
画
伯
の
装

画
あ
り
」
の
「
放
庵
」
の
「
装
画
」
に
あ
た
る
も
の
。
猶
「
古
径
」
の
「
装
画
」
に
つ
い
て
は
第
五
節
で
検
討
す
る
。

　
「
風
塵
詠
草
」
の
四
人
は
、
実
質
的
発
行
者
の
中
市
弘
と
編
集
者
の
矢
倉
年
と
、
安
藤
彦
三
郎
、
田
島
と
う
子
。
中
市
弘
と
矢
倉
年
も
短
歌
を

た
し
な
ん
で
い
て
、「
こ
の
義
兄
弟
（
稿
者
注
、
中
市
弘
は
矢
倉
年
の
義
弟
）
は
共
に
前
川
佐
美
雄
の
『
日
本
歌
人
』
に
依
る
歌
人（

５
）」

で
あ
っ

た
。
中
市
弘
自
身
も
、
晩
年
に
刊
行
し
た
歌
集
『
山
望
』
で
そ
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る（

６
）。

矢
倉
年
の
方
は
文
章
を
綴
る
こ
と
に
早
く
か
ら
自
覚
的

で
、『
新
民
謡
集　

青
い
手
帖
』（
林
吉
之
助
刊
、
昭
和
十
年
）、
や
『
国
民
絵
本
山
ノ
コ
ド
モ
』（
博
文
館
、
昭
和
十
六
年
、「
ガ
ク
カ
ウ
ミ
チ
」

以
下
矢
倉
の
十
七
編
の
詩
に
六
人
の
画
家
が
絵
を
添
え
た
も
の
）
な
ど
を
出
し
て
い
る
。
中
市
も
矢
倉
も
吉
井
に
様
々
な
教
え
を
受
け
た
で
あ
ろ

う
が
、
こ
と
短
歌
に
つ
い
て
は
「
一
度
も
先
生
に
見
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
な
い
」（
歌
集
『
山
望
』「
あ
と
が
き
」）
と
い
う
中
市
と
、
吉
井
に
添

削
を
し
て
も
ら
っ
て
い
た
矢
倉
と
は
対
照
的
で
あ
る（

７
）。

　

他
の
二
人
の
う
ち
、
田
島
と
う
子
も
ま
た
『
日
本
歌
人
』
の
同
人
の
一
人
で
、
歌
集
に
『
道
』（
蒼
生
短
歌
会
出
版
部
、
昭
和
十
七
年
）『
香
』

（
波
多
野
書
店
、
昭
和
四
十
一
年
）
が
あ
る
。『
香
』
の
「
あ
と
が
き
」
に
よ
る
と
『
道
』
以
降
の
和
歌
で
「
二
冊
分
の
歌
稿
が
得
ら
れ
た
」
の
で

「
近
い
方
」
を
先
に
し
て
「
第
三
歌
集
」
と
し
た
、
と
あ
る
。『
道
』
と
『
香
』
の
間
に
入
る
は
ず
の
第
二
歌
集
に
は
『
乗
合
船
』
の
時
代
の
和
歌

が
含
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
未
見
で
あ
る
。

　

安
藤
彦
三
郎
は
、
尾
上
柴
舟
に
師
事
し
た
『
水
甕
』
の
歌
人
。
文
藝
春
秋
社
社
員
時
代
、
昭
和
十
八
年
三
月
の
日
本
文
学
報
国
会
短
歌
部
会

で
、
前
年
に
満
州
国
皇
帝
を
「
現
人
神
」
と
記
し
た
久
米
正
雄
を
糾
問
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る（

８
）。
こ
う
し
た
人
物
を
含
ん
で
い
る
の
が
、
第
壹
輯

が
刊
行
さ
れ
た
昭
和
二
十
年
と
い
う
時
代
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
歌
集
に
『
風
浪
居
短
歌
抄
』
一
〜
三
、『
風
狂
山
房
短
歌
抄
』
の
升
型
本

四
冊
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
戦
後
「
昭
和
三
十
三
年
の
秋
に
「
水
甕
」
に
復
社
し
て
か
ら
」（『
風
浪
居
短
歌
抄
』
一
の
「
あ
と
が
き
」）
の
短
歌

を
集
め
た
も
の
。
最
後
の
歌
集
『
風
狂
山
房
短
歌
抄
』
に
は
十
四
頁
も
の
長
文
の
「
あ
と
が
き
」
が
あ
り
、
自
身
の
歩
み
を
回
顧
し
て
い
る
が
、

文
学
報
国
会
の
事
件
や
、『
乗
合
船
』
に
寄
稿
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

猶
、「
同
人
詠
草
」
に
関
し
て
は
、
こ
の
第
壹
輯
が
刊
行
さ
れ
た
直
後
に
小
杉
放
庵
か
ら
吉
井
勇
に
送
ら
れ
た
葉
書
（
五
月
二
十
日
付
、
消
印
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も
同
日
、
文
書
番
号
四
一
四
）
で
、
感
想
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
放
庵
が
、
越
中
八
尾
の
常
松
寺
で
病
床
に
あ
っ
た
吉
井
を
訪
ね
た
直
後
に
書
か

れ
た
も
の
で
、
悲
惨
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
常
松
寺
か
ら
無
事
に
引
っ
越
し
た
の
で
は
な
い
か
と
書
き
始
め
ら
れ
、『
乗
合
船
』
に
言
及
し
、
吉

井
の
歌
は
「
天
質
も
」
あ
る
が
「
積
年
の
た
ん
れ
ん
腰
の
入
れ
方
が
」
違
う
と
、
書
名
に
引
っ
か
け
た
洒
落
た
言
い
方
を
し
て
、
続
け
て
「
他
の

七
人
は
結
局
素
人
の
う
ま
い
の
と
思
ふ
外
」
な
い
と
記
し
て
い
る
。
病
後
の
吉
井
に
は
何
よ
り
の
慰
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（

９
）。

四
　
第
弐
輯
の
乗
船
者
た
ち
　
─
伊
賀
人
脈
な
ど
─

　
『
乗
合
船
』
は
吉
井
勇
に
と
っ
て
は
や
は
り
大
切
な
雑
誌
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
第
壹
輯
は
疎
開
先
の
越
中
八
尾
で
手
に
し
た
が
、
帰
京
後
の
二

十
一
年
一
月
十
七
日
（
消
印
は
十
八
日
）
に
は
、
早
く
も
第
弐
輯
の
刊
行
の
予
定
を
三
重
県
一
志
郡
多
気
村
の
矢
倉
に
尋
ね
る
速
達
を
送
っ
て
い

る
。
そ
の
文
面
は
、「『
乗
合
船
』
の
御
出
版
の
御
予
定
も
承
り
た
し
と
存
じ
居
り
候
。
原
稿
送
り
お
き
候
へ
ど
も
、
御
受
取
り
下
さ
れ
し
や
否

や
。
今
度
御
上
洛
の
節
に
は
お
目
に
か
か
り
た
し
と
存
じ
居
り
候
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
原
稿
」
が
『
乗
合
船
』
の
も
の
で
あ
る
か

ど
う
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
が
、
帰
京
後
、
新
し
い
歌
集
の
出
版
や
、
既
刊
歌
集
の
復
刊
を
次
々
と
求
め
ら
れ
、
多
忙
の
中
に
あ
っ
た
吉
井

が
、
こ
の
雑
誌
を
気
に
か
け
て
い
る
こ
と
は
注
意
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
結
局
、
吉
井
の
手
紙
よ
り
約
四
か
月
遅
れ
、
第
壹
輯
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年

後
の
五
月
二
十
日
に
、
第
弐
輯
が
、
中
市
弘
が
養
徳
社
を
退
社
し
て
設
立
し
た
甲
文
社
か
ら
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

以
下
、
第
弐
輯
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
前
節
に
倣
っ
て
目
次
を
掲
出
す
る
。

　
　

同
人
詠
草　
　

老
懐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
村
出

　
　
　
　
　
　
　
　

山
居
二
十
首　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
杉
放
庵

　
　
　
　
　
　
　
　

山
茶
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
田
順

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
戸
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
田
保
馬

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
林
彷
徨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
井
勇

　
　
　
　
　
　
　
　

古
京
の
秋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
川
秀
樹
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寄
稿
雑
載　
　

小
山
居
愛
語　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
村
出

　
　
　
　
　
　
　
　

両
京
往
来　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
笹
舟

　
　
　
　
　
　
　
　

啄
木
と
私　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
あ
ら
え
び
す

　
　
　
　
　
　
　
　

朝
ご
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
佐
木
信
綱

　
　
　
　
　
　
　
　

愛
陶
の
民
族　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寿
岳
文
章

　
　

風
塵
詠
草　
　

山
ふ
か
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
清

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
賀　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
市
弘

　
　
　
　
　
　
　
　

竈
の
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
黒
梢

　
　
　
　
　
　
　
　

朝
・
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜
田
聿
衛

　
　
　
　
　
　
　
　

秘
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端
亮
一

　
　
　
　
　
　
　
　

疎
開
地
浅
春
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
仁
新
五

　
　
　
　
　
　
　
　

早
春
賦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
文
雄

　
　
　
　
　
　
　
　

南
禅
寺
薄
暮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
倉
年

　
　

小
引
・
伊
豆
流　

題
箋
・
藤
井
紫
影　

口
絵
・
小
杉
放
庵　

カ
ッ
ト
・
小
杉
放
庵

前
号
同
様
に
、
一
頁
目
（
扉
）
に
「
表
紙
拓
本
解
説
」、
目
次
は
二
〜
三
頁
、
五
十
五
頁
に
「
編
輯
清
記
」、
五
十
六
頁
に
同
人
名
、
五
十
七
頁
が

奥
付
で
あ
る
。

　

刊
行
を
気
に
か
け
て
い
た
吉
井
勇
の
「
竹
林
彷
徨
」
は
、「
達
磨
忌
も
す
で
に
過
ぎ
た
る
竹
日
和
」
と
詠
み
起
こ
さ
れ
て
お
り
、
二
十
年
十
月

に
京
都
府
綴
喜
郡
八
幡
町
に
転
居
し
て
間
も
な
く
の
作
で
あ
る
。「
竹
林
彷
徨
」
は
『
短
歌
風
土
記　

山
城
の
巻
Ⅰ
』（
創
元
社
、
百
花
文
庫
19
、

昭
和
二
十
二
年
六
月
）
の
同
題
の
下
に
一
首
を
除
い
て
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
再
録
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
「
編
輯
清
記
」
に
「
中
川
一
政
、
中
山
正
善
両
同
人
の
作
品
遂
に
本
誌
出
刊
時
に
到
着
せ
ず
、
之
を
割
愛
す
る
の
止
む
な
き
に
至
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る
」
と
記
し
て
お
り
、「
同
人
詠
草
」
は
六
人
に
留
ま
る
。
同
じ
く
「
本
号
に
は
、
佐
々
木
惣
一
、
佐
々
木
信
綱
、
野
村
あ
ら
え
び
す
、
寿
岳
文

章
、
同
人
放
庵
画
伯
の
口
絵
と
と
も
に
二
号
誌
又
錦
花
を
添
ふ
る
幸
を
持
ち
ぬ
」
と
あ
り
、
寄
稿
雑
載
は
準
同
人
格
で
あ
る
こ
と
が
や
は
り
窺
わ

れ
る
。
新
た
に
名
前
の
出
た
四
人
の
中
で
は
、
憲
法
学
者
佐
々
木
惣
一
（
笹
舟
）
が
、
高
田
保
馬
と
甲
鳥
書
林
と
の
関
係
に
似
て
い
て
、
甲
鳥
書

林
の
後
身
甲
文
社
か
ら
『
憲
法
改
正
断
想
』（
昭
和
二
十
二
年
）
を
出
し
て
い
る
ほ
か
、『
時
を
刻
む
の
記
』（
甲
鳥
書
林
、
昭
和
十
六
年
）、『
疎

林
』（
昭
和
二
十
二
年
、
甲
文
社
、「
両
京
往
来
」
の
句
の
大
部
分
が
再
録
さ
れ
て
い
る
）
な
ど
を
刊
行
し
て
い
る
。
野
村
あ
ら
え
び
す
（
胡
堂
）

も
、
近
刊
予
告
さ
れ
た
甲
鳥
課
外
よ
み
も
の
『
た
の
し
い
音
楽
』
は
未
刊
に
終
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
早
世
し
た
愛
娘
松
田
瓊
子
の
遺
著
『
紫

苑
の
園
』『
小
さ
き
碧
』『
サ
フ
ラ
ン
の
歌
』
は
い
ず
れ
も
甲
鳥
書
林
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
労
作
『
野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す
来
簡
集
』（
同

記
念
館
編
、
平
成
十
六
年
）
に
は
、
吉
井
勇
か
ら
の
来
簡
も
当
然
含
ま
れ
て
い
る
が
、
野
村
胡
堂
と
矢
倉
年
と
の
書
簡
を
め
ぐ
っ
て
は
近
藤
健
史

の
詳
細
な
検
討
が
あ
る（

（（
（

。

　

第
弐
輯
の
「
風
塵
詠
草
」
に
は
、
新
た
な
寄
稿
者
が
多
く
見
ら
れ
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
て
み
る
。

　

こ
の
欄
は
、
第
壹
輯
で
は
四
人
だ
っ
た
が
、
弐
輯
で
は
八
人
と
倍
増
し
て
い
る
。
中
市
弘
と
矢
倉
年
は
両
号
と
も
に
詠
草
を
提
出
し
て
い
る

が
、
注
目
す
べ
き
は
そ
の
位
置
、
順
番
で
あ
る
。
こ
の
欄
の
人
数
が
倍
増
し
て
も
、
と
も
に
二
番
目
に
中
市
弘
の
名
前
が
、
最
後
に
矢
倉
年
の
名

前
が
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
偶
然
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
は
何
ら
か
の
意
識
を
読
み
取
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
中
市
は
、

『
乗
合
船
』
発
行
人
と
し
て
の
自
負
と
し
て
、
脇
句
の
位
置
に
座
り
、
一
座
の
亭
主
の
立
場
に
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
な

ら
ば
挙
句
の
位
置
に
来
る
矢
倉
年
は
、
執し

ゅ
ひ
つ筆
と
し
て
記
録
係
に
徹
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
推
測
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
考
え
れ

ば
、
中
市
と
矢
倉
の
性
格
と
も
通
じ
る
よ
う
で
面
白
い
。

　

さ
て
、
第
壹
輯
の
「
風
塵
詠
草
」
が
安
藤
彦
三
郎
と
田
島
と
う
子
と
い
う
『
水
甕
』
や
『
日
本
歌
人
』
で
そ
れ
な
り
の
位
置
を
占
め
た
歌
人
で

あ
っ
た
が
、
第
弐
輯
の
人
物
の
共
通
項
に
つ
い
て
は
い
さ
さ
か
分
か
り
づ
ら
い
。
い
く
つ
か
の
要
素
が
複
合
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
注
目
す
べ

き
は
、
矢
倉
や
中
市
の
故
郷
で
あ
る
伊
賀
の
地
縁
で
あ
る
。
中
市
が
「
伊
賀
」
と
い
う
題
の
も
と
八
首
を
詠
ん
で
い
る
の
は
そ
の
象
徴
の
よ
う
で

あ
る
。
伊
賀
人
脈
を
考
え
る
と
き
、
最
も
分
か
り
や
す
い
も
の
が
川
端
亮
一
で
あ
る
の
で
、
彼
か
ら
見
て
い
こ
う
。
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中
市
弘
が
晩
年
に
『
山
望
』
と
い
う
歌
集
を
刊
行
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
そ
の
書
名
の
由
来
を
次
の
よ
う
に
言
う
。

題
名
の
「
山
望
」
は
、
終
戦
後
、
郷
里
、
上
野
市
に
蟄
居
し
て
い
る
と
き
、
今
回
、
題
字
、
装
幀
を
お
願
い
し
た
濱
辺
万
吉
画
伯
や
、
稲
濱

医
師
、
上
野
市
長
奥
瀬
氏
、
作
家
岸
宏
子
氏
と
一
緒
に
暫
く
発
行
し
て
い
た
月
刊
同
人
誌
の
題
名
を
拝
借
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

雑
誌
『
山
望
』
は
、
創
刊
号
が
昭
和
二
十
二
年
七
月
刊
Ａ
五
判
三
十
六
頁
、
第
二
号
が
二
十
三
年
一
月
刊
四
十
四
頁
で
、
三
号
は
未
見
だ
が
第

二
号
「
編
集
室
か
ら
」
で
横
光
利
一
追
悼
号
の
計
画
が
知
ら
れ
る
。
創
刊
号
は
編
輯
兼
発
行
人
が
岸
宏
子
、
二
号
は
編
輯
人
が
岸
宏
子
で
発
行
人

中
市
弘
発
行
所
甲
文
社
で
あ
る
。
中
市
も
矢
倉
年
も
寄
稿
し
て
お
り
、
二
号
と
も
裏
表
紙
は
甲
文
社
の
広
告
で
あ
る
。
創
刊
号
巻
頭
に
大
山
定
一

の
「
地
方
文
学
の
問
題
」
を
得
た
の
も
甲
鳥
書
林
人
脈
で
あ
ろ
う
。
中
市
の
文
章
に
あ
る
よ
う
に
、
甲
鳥
書
林
と
関
わ
り
の
深
い
濱
辺
万
吉
も
同

人
の
一
人
で
、
二
冊
と
も
装
幀
と
カ
ッ
ト
を
担
当
し
て
い
る
ほ
か
、
創
刊
号
に
は
「
紙
思
案
」
と
い
う
一
文
を
寄
せ
て
い
る
。
同
人
に
は
芭
蕉

研
究
者
で
歌
人
で
も
あ
る
伊
賀
焼
の
菊
山
當
年
男
の
名
前
も
見
え
る（

（（
（

。『
山
望
』
と
い
う
雑
誌
を
実
際
に
領
導
し
て
い
た
の
は
岸
宏
子
で
あ
ろ
う

が
、
そ
こ
に
は
伊
賀
人
脈
総
結
集
と
い
う
感
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
中
に
川
端
亮
一
も
名
を
連
ね
て
い
て
、
創
刊
号
に
「
山
の
家
」「
聖
林
寺
」、

第
二
号
に
「
中
宮
寺
」
と
い
う
詩
を
寄
せ
て
い
る
。
二
号
の
「
同
人
雑
記
」
に
は
「
若
き
マ
ル
キ
ス
ト
へ
│
文
学
の
純
粋
の
た
め
に
│
」
を
寄
せ

『
山
望
』
誌
が
保
守
的
・
反
動
的
と
言
わ
れ
る
こ
と
に
抗
議
し
て
い
る
。

　

こ
の
川
端
亮
一
は
戦
前
、
私
家
版
の
『
秘
歌
』
と
い
う
歌
集
を
出
し
て
い
る
。
全
十
五
首
を
自
筆
で
記
し
た
和
装
本
で
あ
る
。
後
記
と
奥
付
は

印
刷
で
、「
川
端
亮
一
歌
集　

秘
歌
は
昭
和
十
七
年
霜
月
二
十
日
著
者
自
筆
自
家
版
家
蔵
本
と
し
て
限
定
参
拾
部
を
上
梓
す　

之
は
そ
の
内
第
□

冊
也　

非
売
品
」
と
あ
る
。『
乗
合
船
』
掲
載
歌
十
首
も
ま
た
「
秘
歌
」
と
題
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
歌
集
と
重
複
す
る
も
の
に
「
お
し
ろ
ひ
も

紅
も
う
す
き
が
好
き
な
り
と
君
が
情
も
う
す
か
り
し
か
な
」
の
一
首
が
あ
る
。
川
端
は
翌
々
年
『
秋
風
の
歌
』
と
い
う
民
謡
集
を
出
し
て
お
り
、

後
記
に
「
川
端
亮
一
民
謡
集　

秋
風
の
歌
は
昭
和
拾
九
年
睦
月
拾
日
自
家
版
非
売
本
と
し
て
限
定
参
拾
部
を
上
梓
す　

之
は
そ
の
内
第
□
号
也
」

と
あ
る
。『
秘
歌
』
は
十
七
番
本
、『
秋
風
の
歌
』
は
七
番
本
を
披
見
し
た
。
戦
後
は
、
児
童
向
け
の
読
み
物
や
漫
画
を
多
く
刊
行
し
て
い
た
奈
良

県
生
駒
の
あ
や
め
書
房
か
ら
『
怒
濤
の
騎
士
』
を
、
湯
川
弘
文
社
か
ら
独
立
し
た
岡
角
次
の
鷺
書
房（

（（
（

か
ら
『
三
日
月
城
の
怪
』（
昭
和
二
十
三
年

十
二
月
刊
、
伊
賀
上
野
城
の
場
面
か
ら
始
ま
る
。）
な
ど
を
刊
行
し
て
い
る
。『
乗
合
船
』
に
投
稿
し
た
の
は
、
伊
賀
人
脈
・
中
市
矢
倉
人
脈
に
よ
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る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

伊
賀
人
脈
と
言
う
こ
と
を
視
野
に
入
れ
れ
ば
、
も
っ
と
分
か
り
や
す
い
人
物
が
い
る
。
久
保
文
雄
（
本
名
文
武
）
が
そ
う
で
あ
る
。
久
保
は
後

年
観
阿
弥
の
生
地
が
伊
賀
上
野
で
あ
る
史
料
な
ど
を
発
掘
し
、
学
会
に
問
題
提
起
を
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る（

（（
（

。
晩
年
は
、
伊
賀
の
地
方
史
研
究
の

第
一
人
者
で
あ
っ
た
。
國
學
院
在
学
中
か
ら
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
の
歌
人
で
あ
っ
た
が
『
乗
合
船
』
と
の
縁
は
伊
賀
の
地
縁
で
あ
ろ
う
。
久
保
の
没

後
、
二
三
子
夫
人
の
手
で
ま
と
め
ら
れ
た
歌
集
『
春
の
霜
』（
平
成
十
七
年
）
が
あ
る
が
、
若
い
頃
病
弱
で
あ
っ
た
が
故
に
一
層
家
族
へ
の
慈
し

み
に
溢
れ
る
歌
で
満
た
さ
れ
て
い
る
。『
春
の
霜
』
に
は
前
記
岸
宏
子
、
沖
森
書
店
沖
森
直
三
郎
な
ど
の
名
前
も
見
え
、
伊
賀
の
文
化
を
考
え
る

上
で
重
要
で
あ
る
。

　

第
弐
輯
の
「
風
塵
詠
草
」
執
筆
者
の
う
ち
羽
仁
新
五
に
つ
い
て
は
、
紅
野
敏
郎
が
注
目
し
「
歴
史
社
会
派
の
立
場
に
立
脚
し
て
い
た
人
」
が

「『
乗
合
船
』
の
仲
間
に
ど
う
し
て
入
り
込
ん
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
私
の
今
後
の
課
題
」
と
述
べ
て
い
る
。
碩
学
も
疑
問
を

呈
し
た
ま
ま
に
終
わ
っ
た
羽
仁
と
『
乗
合
船
』
と
の
関
係
も
、
伊
賀
の
地
縁
と
い
う
観
点
を
導
入
す
れ
ば
解
決
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
羽
仁
新
五
の
所
収
短
歌
が
「
疎
開
地
浅
春
抄
」
と
題
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
羽
仁
は
伊
賀
に
疎
開
し
て
い
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
上
述
し
た
久

保
文
武
の
歌
集
『
春
の
霜
』
に
は
羽
仁
を
回
想
し
た
「
人
の
世
の
い
の
ち
か
な
し
み
書
き
つ
づ
る
君
の
思
ひ
出
も
お
ほ
に
忘
れ
ぬ
」
の
歌
が
見
ら

れ
る
。
胸
を
患
い
死
が
隣
り
合
わ
せ
で
あ
っ
た
久
保
だ
け
に
、
早
世
し
た
才
子
を
惜
し
む
思
い
が
一
層
強
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
久
保
が
勤
務
し

て
い
た
上
野
図
書
館
に
中
市
弘
が
羽
仁
を
連
れ
て
き
た
の
が
二
人
の
出
会
い
で
あ
っ
た（

（（
（

。

　

伊
賀
人
脈
以
外
の
人
物
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
こ
う
。

　

喜
田
聿
衛
は
甲
鳥
書
林
が
合
流
し
た
養
徳
社
の
編
集
者
で
、
吉
井
勇
の
も
と
に
も
出
入
り
し
て
い
る
か
ら
、
言
わ
ば
中
市
・
矢
倉
と
同
格
で

『
乗
合
船
』
に
乗
る
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
る
。

　

岡
田
清
は
東
京
美
術
学
校
出
身
、
後
に
京
都
大
学
の
井
島
勉
に
学
ん
だ
美
術
教
育
者
。
戦
後
は
児
童
美
術
教
育
の
第
一
人
者
と
な
り
膨
大
な
編

著
書
が
あ
る
。
吉
井
勇
と
は
深
い
つ
な
が
り
の
あ
る
創
元
社
か
ら
も
、
昭
和
三
十
年
代
を
中
心
に
十
数
冊
の
著
書
を
刊
行
し
て
い
る
。
一
方
で
若

い
頃
か
ら
和
歌
に
親
し
み（

（（
（

、
昭
和
十
七
年
に
歌
集
『
青
銅
』
を
日
本
歌
人
社
か
ら
刊
行
し
て
い
る
。
岡
田
も
『
日
本
歌
人
』
人
脈
か
も
し
れ
な
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い
。

　

唯
一
確
証
が
な
い
の
が
石
黒
梢
で
あ
る
。
可
能
性
の
あ
る
人
物
と
し
て
は
、
河
井
醉
茗
の
『
女
性
時
代
』
の
最
末
期
に
連
続
し
て
愛
国
詩
を

投
稿
し
て
い
る
同
姓
同
名
の
石
黒
梢
が
い
る
。『
女
性
時
代
』
昭
和
十
八
年
八
月
号
に
「
戦
ふ
心
」
が
掲
載
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、「
針
仕
事
」

「
我
が
子
よ
大
空
へ
」「
忠
霊
を
讃
ふ
」「
早
場
米
」「
交
換
船
を
待
つ
」「
詩
感
」「
南
の
第
一
線
」
と
昭
和
十
九
年
三
月
の
終
刊
号
ま
で
欠
か
さ
ず

掲
載
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。『
女
性
時
代
』
の
石
黒
梢
と
『
乗
合
船
』
の
石
黒
梢
が
同
一
人
物
と
い
う
確
証
は
な
い
が
、
取
り
あ
え
ず
可
能
性
と
し
て
提

示
し
て
お
き
た
い
。

五
　
第
壹
輯
の
口
絵
は
ど
こ
に
消
え
た
か

　

前
二
節
で
第
壹
輯
と
第
弐
輯
の
目
次
を
列
挙
し
た
が
、
第
壹
輯
は
、
口
絵
が
小
林
古
径
で
カ
ッ
ト
が
小
杉
放
庵
、
弐
輯
は
口
絵
も
カ
ッ
ト
も
小

杉
放
庵
と
記
さ
れ
て
い
た
。
紅
野
敏
郎
は
、
第
弐
輯
の
放
庵
の
口
絵
に
つ
い
て
「
三
人
の
子
供
の
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
示
し
た
図
」

と
述
べ
る
一
方
で
、
第
壹
輯
に
つ
い
て
は
「
口
絵
の
小
林
古
径
は
手
も
と
の
雑
誌
の
も
の
に
は
切
り
取
ら
れ
て
い
た
」
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
日

本
近
代
文
学
館
に
寄
贈
さ
れ
た
紅
野
旧
蔵
本
を
見
た
と
こ
ろ
、
明
瞭
な
形
で
の
切
り
取
り
や
落
丁
は
確
認
出
来
な
か
っ
た
。
た
だ
、
第
弐
輯
の
放

庵
の
口
絵
も
本
文
料
紙
と
は
異
な
る
も
の
が
綴
じ
込
ま
れ
、
頁
数
も
打
た
れ
て
い
な
い
か
ら
、
巧
み
に
切
り
取
ら
れ
れ
ば
痕
跡
は
残
ら
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
そ
こ
で
可
能
な
限
り
、
現
存
す
る
第
壹
輯
を
調
査
し
て
み
た
。
本
節
は
そ
の
報
告
で
あ
る
。

　

現
存
す
る
『
乗
合
船
』
の
中
で
最
も
重
視
す
べ
き
も
の
は
、
こ
の
雑
誌
の
呼
び
か
け
人
で
あ
る
吉
井
勇
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。
京
都
府
立
京
都

学
・
歴
彩
館
の
吉
井
勇
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
当
該
資
料
は
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
そ
の
限
定
番
号
で
あ
る
。
そ
れ
は
一

番
本
で
は
な
く
五
番
本
で
あ
っ
た
。
呼
び
か
け
人
で
あ
り
な
が
ら
な
ぜ
五
番
本
な
の
か
。
こ
の
数
字
は
、
同
人
名
簿
中
の
吉
井
の
序
列
（
年
齢

順
）
に
一
致
す
る
。
と
す
れ
ば
、
長
幼
の
序
を
重
視
し
、
同
人
名
簿
の
順
番
に
一
番
か
ら
八
番
ま
で
が
、
同
人
に
配
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
吉
井
勇
ら
し
い
配
慮
と
言
え
よ
う
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
準
同
人
た
ち
に
も
比
較
的
早
い
番
号
の
も
の
が
配
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
紅

野
敏
郎
の
旧
蔵
本
は
十
六
番
本
で
あ
る
か
ら
、
準
同
人
格
の
旧
蔵
本
の
貴
重
資
料
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
五
番
本
で
あ
る
吉
井
勇
旧
蔵
本
に
も
小
林
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古
径
の
口
絵
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

　

天
理
図
書
館
に
は
、『
乗
合
船
』
第
壹
輯
が
二
冊
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
五
十
二
番
、
五
十
三
番
の
連
番
で
、
天
理
図
書
館
の
受
入
印
は
昭
和
五

十
年
十
月
で
あ
る
が
、
同
時
に
昭
和
四
十
七
年
七
月
六
日
に
「
真
柱
室
よ
り
」
寄
贈
さ
れ
た
と
の
印
も
あ
る
。
番
号
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
は
同
人

と
し
て
の
中
山
正
善
に
配
布
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
配
布
本
と
は
別
に
二
冊
を
受
け
取
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
冊
に
は
何
ら
か
の
対
価

が
支
払
わ
れ
、
財
政
援
助
の
一
つ
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
中
山
正
善
（
同
人
名
簿
の
七
番
目
）
自
身
の
手
許
に
あ
っ
た
は
ず
の
七
番
本
に
つ

い
て
は
、
現
在
公
開
さ
れ
て
い
る
天
理
図
書
館
の
蔵
書
目
録
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
確
認
出
来
な
い
。
猶
、
五
十
二
、
五
十
三
番
本
に
も
古
径
の

口
絵
は
付
い
て
い
な
い
。

　

準
同
人
格
の
旧
蔵
本
と
し
て
は
次
の
二
冊
が
知
ら
れ
る
。
神
奈
川
近
代
文
学
館
所
蔵
本
は
、
第
壹
輯
に
「
利
玄
の
歌
へ
る
曼
珠
沙
華
」
を
寄
稿

し
た
武
者
小
路
実
篤
旧
蔵
本
。
限
定
番
号
は
十
四
番
。
岩
手
県
立
図
書
館
本
は
、
第
弐
輯
に
「
啄
木
と
私
」
を
寄
稿
し
た
あ
ら
え
び
す
野
村
胡
堂

旧
蔵
本
。
限
定
番
号
が
百
九
十
番
と
や
や
後
で
あ
る
の
は
、
第
弐
輯
執
筆
の
た
め
に
見
本
と
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
で
も
あ
ろ
う
か
。「
啄
木
と

私
」
に
つ
い
て
は
、
紅
野
が
縷
述
し
て
い
る
。
実
篤
・
胡
堂
の
手
許
に
あ
っ
た
本
に
も
、
古
径
の
口
絵
は
残
っ
て
い
な
い
。

　

旧
蔵
者
は
不
明
な
が
ら
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
本
は
、
湯
川
秀
樹
の
和
歌
の
末
尾
に
鉛
筆
書
き
で
「
こ
の
若
き
碩
学
に
か
ゝ
る
歌
あ
り　

驚
嘆
す
る
こ
と
久
し
」
と
記
し
て
い
る
。
旧
蔵
者
の
感
想
で
あ
ろ
う
が
、
湯
川
の
未
紹
介
短
歌
を
発
掘
し
た
細
川
光
洋
の
出
身
大
学
の
蔵
書
で
あ

る
こ
と
に
不
思
議
な
縁
を
覚
え
る
。
こ
の
八
十
六
番
に
も
や
は
り
口
絵
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
の
他
に
確
認
出
来
た
の
は
、
百
二
十
番
本
と
、
二
百
四
十
七
番
本
。
後
者
は
詩
人
の
稗
田
菫
平
旧
蔵
本
。
稗
田
は
、
翁
久
允
と
同
じ
富
山
県

の
出
身
で
、
翁
を
顕
彰
し
た
『
筆
魂
・
翁
久
允
の
生
涯
』（
桂
書
房
、
平
成
六
年
）
が
あ
る
。
翁
久
允
と
吉
井
勇
と
の
関
係
は
別
項
で
述
べ
た
と

こ
ろ
で
あ
る（

（（
（

。
ま
た
稗
田
菫
平
は
第
四
節
で
述
べ
た
伊
賀
の
同
人
誌
『
山
望
』
を
、
同
人
の
一
人
金
子
千
鶴
か
ら
献
呈
さ
れ
て
い
る
か
ら
（
表
紙

に
「
金
子
千
鶴
氏
よ
り
呈
さ
る
」
と
ペ
ン
書
き
、
稗
田
の
印
が
あ
る
）、
間
接
的
な
が
ら
、
吉
井
勇
と
様
々
な
形
で
繫
が
る
の
で
あ
る
。
猶
、
金

子
千
鶴
は
「
戦
争
末
期
菊
山
當
年
男
を
介
し
て
」「
前
川
佐
美
雄
」
の
「
門
を
叩
い
て
い
た（

（（
（

」
人
物
で
も
あ
る
。
様
々
に
交
錯
す
る
人
間
関
係
が

見
て
取
れ
よ
う
。
百
二
十
番
本
、
二
百
四
十
七
番
本
に
も
口
絵
は
存
在
し
な
い
。
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か
く
し
て
、
調
査
し
得
た
九
冊
の
『
乗
合
船
』
第
壹
輯
の
す
べ
て
に
小
林
古
径
の
口
絵
は
付
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
作
業
は
さ
ら

に
継
続
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
現
時
点
で
は
、
古
径
の
口
絵
は
切
り
取
ら
れ
た
り
脱
落
し
た
の
で
は
な
く
、
発
行
時
か
ら
な
か
っ
た
と
断
ず
べ

き
で
あ
ろ
う
。
印
刷
や
用
紙
の
都
合
が
付
か
な
か
っ
た
の
か
、
口
絵
を
付
け
る
華
美
な
造
本
に
抵
抗
が
あ
っ
た
の
か
、
様
々
な
可
能
性
が
推
測
さ

れ
る
が
、
目
次
や
「
編
輯
清
記
」
に
古
径
の
口
絵
に
つ
い
て
の
記
述
が
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
、
の
っ
ぴ
き
な
ら
ぬ
事
情
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

六
　
乗
合
船
を
継
ぐ
も
の

　
『
乗
合
船
』
は
第
弐
輯
で
休
止
し
た
が
、
そ
の
後
継
誌
が
存
在
す
る
。
昭
和
二
十
二
年
八
月
に
甲
文
社
か
ら
第
一
号
が
刊
行
さ
れ
た
『
手
帖
』

で
あ
る
。
判
型
は
小
Ｂ
６
判
横
本
、
随
筆
が
中
心
で
、
定
価
二
十
五
円
で
市
販
さ
れ
た
。
外
形
・
内
容
・
流
通
形
態
、
す
べ
て
が
『
乗
合
船
』
と

は
異
な
っ
て
い
る
が
、「
あ
と
が
き
」
に
「『
手
帖
』
は
第
一
流
の
随
筆
を
あ
つ
め
る
考
へ
で
あ
る
（
中
略
）。『
手
帖
』
は
以
前
の
『
乗
合
船
』
を

改
題
し
て
新
出
発
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
自
称
す
る
。
第
一
号
は
、
桑
原
武
夫
「
洞
察
に
つ
い
て
」、
湯
川
秀
樹
「
あ
ざ
み
と
馬
」、
釈
迢
空
「
も

の
忘
れ
」、
柳
田
國
男
「
旅
行
史
話
」、
梅
原
末
治
「
ロ
ッ
ヂ
氏
の
事
ど
も
」、
大
山
定
一
「
リ
ル
ケ
試
論
」、
草
野
心
平
「
る
る
る
葬
送
」、
吉
川

幸
次
郎
「
李
元
賓
墓
銘
釈
」、
三
宅
周
太
郎
「
芸
天
国
」
と
い
う
内
容
で
、『
乗
合
船
』
同
人
は
湯
川
秀
樹
一
人
が
執
筆
し
て
い
る
。
第
二
号
（
二

十
三
年
一
月
刊
）
に
至
り
、
よ
う
や
く
吉
井
勇
「
赤
楽
筒
茶
碗
」、
小
杉
放
庵
「
酒
の
歌
」
な
ど
の
詠
歌
が
見
ら
れ
る
が
、
他
は
中
谷
宇
吉
郎

「
読
書
随
想
」、
鈴
木
成
高
「
祖
父
」、
貝
塚
茂
樹
「
英
雄
の
誕
生
」、
生
島
遼
一
「
海
と
雪
」、
山
本
沖
子
「
療
養
所
」、
大
山
定
一
「
ハ
イ
ネ
」、

三
宅
周
太
郎
「
芝
居
の
苦
学
生
」
で
、
甲
鳥
書
林
人
脈
・
甲
文
社
人
脈
の
人
が
多
い
が
『
乗
合
船
』
と
の
関
係
は
あ
ま
り
強
く
な
い
。
五
号
ま
で

刊
行
さ
れ
た
『
手
帖
』
だ
が
、
吉
井
の
寄
稿
も
こ
の
号
の
み
で
、
そ
れ
ほ
ど
親
し
み
は
感
じ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
い
え
ば
、『
手

帖
』
第
一
号
に
寄
稿
し
た
湯
川
秀
樹
が
、
第
二
節
で
引
用
し
た
「
乗
合
船
」
と
い
う
文
章
で
「
そ
の
後
『
乗
合
船
』
が
ど
う
な
っ
た
か
は
し
ら
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
も
気
に
な
る
。
四
半
世
紀
後
に
書
か
れ
た
文
章
だ
か
ら
記
憶
違
い
の
可
能
性
は
な
し
と
し
な
い
が
、『
手
帖
』
に
対
す

る
湯
川
の
ス
タ
ン
ス
が
感
じ
ら
れ
て
面
白
い
。
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『
手
帖
』
誌
も
、
入
手
し
づ
ら
い
資
料
で
あ
る
の
で
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

一
号
、
二
号
は
同
一
装
丁
の
色
違
い
で
、
一
号
は
黒
字
に
白
抜
き
の
書
名
で
背
文
字
は
朱
色
、
二
号
は
朱
色
地
に
白
抜
き
の
書
名
で
背
文
字
が

黒
と
、
二
冊
並
べ
る
と
見
事
な
対
照
を
見
せ
る
。
こ
の
頃
『
人
間
失
格
』
を
装
丁
し
て
い
る
庫
田
叕
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
三
号
か
ら
は
造

本
が
が
ら
り
と
変
わ
り
、
同
じ
小
Ｂ
六
判
の
判
型
な
が
ら
、
通
常
の
縦
長
の
本
と
な
り
、
表
紙
に
は
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
素
描
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
四
、
五
号
も
素
描
は
差
し
替
え
ら
れ
る
が
同
一
の
装
丁
で
あ
る
。

　

三
号
以
下
の
内
容
は
以
下
の
通
り
。
三
号
は
中
谷
宇
吉
郎
「『
團
栗
』
の
こ
と
な
ど
」、
鈴
木
成
高
「
新
円
階
級
」、
佐
々
木
惣
一
「
思
い
出
す

国
際
学
争
」、
泉
井
久
之
助
「
う
ま
し
か
」、
伊
藤
静
雄
「
明
る
い
ラ
ン
プ
」、
水
原
秋
桜
子
「
個
展
の
季
節
」、
ク
ラ
イ
ス
ト
・
大
山
定
一
訳
「
ロ

カ
ル
ノ
の
乞
食
老
婆
」、
三
宅
周
太
郎
「
百
万
人
の
心
・
十
人
の
心
」、
四
号
は
鈴
木
成
高
「
敗
戦
の
政
治
家
」、
恒
藤
恭
「
庭
園
と
庭
園
美
」、
梶

原
三
郎
「
人
口
に
つ
い
て
」、
ベ
ッ
テ
ィ
ー
ネ
・
谷
本
幸
訳
「
ア
ル
ニ
ム
の
手
紙
」、
太
宰
施
門
「
比
較
文
学
の
歴
史
」、
ハ
イ
ネ
・
大
山
定
一
訳

「
ヘ
ル
ゴ
ラ
ン
ド
か
ら
の
手
紙
」、
小
野
十
三
郎
「
芋
と
炭
が
は
こ
ば
れ
る
」、
中
勘
助
「
随
筆
」、
三
宅
周
太
郎
「
愛
着
の
幸
・
瞑
想
の
楽
し
み
」、

五
号
は
青
山
秀
夫
「
合
法
性
と
倫
理
性
」、
西
谷
啓
治
「
芸
術
と
宗
教
」、
泉
井
久
之
助
訳
「
セ
ネ
カ　

閑
暇
に
つ
い
て
」、
高
安
國
世
訳
「
ヘ
ル

ダ
ァ
リ
ー
ン
の
手
紙
」、
小
牧
健
夫
訳
「
放
浪
の
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ー
ン
」、
冨
士
正
晴
「
君
山
先
生
」、
三
宅
周
太
郎
「
劇
団
黄
金
時
代
」。

　
『
山
望
』
創
刊
号
巻
頭
に
寄
稿
し
た
大
山
定
一
が
、
一
号
か
ら
四
号
ま
で
文
章
を
寄
せ
て
い
る
の
が
目
を
引
く
。
全
号
に
執
筆
し
て
い
る
の
は

三
宅
周
太
郎
一
人
で
、
三
宅
は
こ
の
頃
甲
文
社
か
ら
『
演
劇
手
帖
』『
続
演
劇
手
帖
』
も
刊
行
し
て
い
る
。『
手
帖
』
誌
は
、
昭
和
二
十
四
年
六
月

の
第
五
号
を
最
後
に
発
行
を
停
止
す
る
。『
乗
合
船
』
が
静
か
に
去
り
、
そ
の
船
の
残
し
た
波
が
徐
々
に
静
か
に
消
え
て
い
っ
た
さ
ま
に
も
た
と

え
ら
れ
よ
う
か
。

お
わ
り
に

　

以
上
『
乗
合
船
』
に
つ
い
て
、
そ
の
後
継
誌
『
手
帖
』
も
含
め
て
考
察
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、『
乗
合
船
』
は
吉
井
勇
の
発
案
に
よ
る
雑
誌

で
あ
る
こ
と
、
誌
名
の
命
名
者
は
新
村
出
だ
が
「
静
好
」
と
い
う
初
案
か
ら
変
更
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
同
人
や
そ
れ
に
準
じ
る
人
々
は
皆
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吉
井
の
知
友
た
ち
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
甲
鳥
書
林
人
脈
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
第
弐
輯
に
投
稿
し
て
い
る
人
々
は
中
市
弘
・
矢
倉
年
の

伊
賀
人
脈
に
連
な
る
人
が
多
い
こ
と
、
第
壹
輯
の
小
林
古
径
の
口
絵
は
刊
行
時
か
ら
附
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
強
い
こ
と
、
な
ど
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

残
さ
れ
た
課
題
は
、
中
市
弘
・
矢
倉
年
と
、
甲
鳥
書
林
・
養
徳
社
・
甲
文
社
な
ど
を
め
ぐ
る
動
き
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
紙
幅
の
制
限
も
あ
り
、
別
稿
を
期
し
た
い
。

注（
１
）	

国
会
図
書
館
に
は
所
蔵
な
し
。
公
立
図
書
館
の
横
断
検
索
で
あ
る
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
で
は
岩
手
県
立
図
書
館
の
み
、
大
学
・
研
究
機
関
の
横
断

検
索
で
あ
るC

iN
ii B

ooks

で
は
天
理
図
書
館
の
み
。
も
ち
ろ
ん
横
断
検
索
は
す
べ
て
を
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
く
、
後
述
す
る
ご
と
く
そ
れ
ら
を
補

う
資
料
は
現
存
す
る
が
、
一
応
の
目
安
に
は
な
ろ
う
。

（
２
）	

田
坂
「
書
物
を
紡
ぐ
人
　々

│
吉
井
勇
『
流
離
抄
』
を
中
心
に
│
」（『
文
学
・
語
学
』
二
一
七
号
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
）

（
３
）	

「
詩
経
国
風
・
鄭
風
」
の
「
女
曰
雞
鳴
」
の
「
女
曰
雞
鳴
、
士
曰
昧
旦
、
子
興
視
夜
、
明
星
有
爛
、
将
駆
将
翔
、
弋
鳧
與
鴈
、
弋
言
加
之
、
與
子
宜
之
、

宜
言
飲
酒
、
與
子
偕
老
、
琴
瑟
在
御
、
莫
不
静
好
」
を
出
典
と
す
る
。
新
村
に
は
「
偕
に
夜
を
書
に
更
か
し
て
朝
い
せ
し
妹
は
告
げ
ず
も
雞
鳴
く
と
だ

に
」
の
「
女
曰
雞
鳴
」
に
よ
る
短
歌
も
あ
る
（
歌
集
『
雨
月
』、
全
集
第
十
五
巻
に
よ
っ
た
）。

（
４
）	

『
西
行
物
語
』「
遠
江
国
天
中
の
渡
り
と
い
ふ
所
に
て
、
武
士
の
乗
り
た
り
け
る
船
に
、
便
船
を
し
た
り
け
る
ほ
ど
に
、
人
多
く
乗
り
て
船
あ
や
ふ
か
り

け
む
、「
あ
の
法
師
、
下
り
よ
下
り
よ
」
と
い
ひ
け
れ
ど
も
、「
渡
り
の
習
ひ
」
と
思
ひ
て
、
聞
き
入
れ
ぬ
さ
ま
に
て
あ
り
け
る
に
、
情
な
く
鞭
を
以
て

西
行
を
打
ち
け
り
」（
講
談
社
学
術
文
庫
『
西
行
物
語
全
訳
注
』
桑
原
博
史
、
昭
和
五
十
六
年
、
の
本
文
に
よ
っ
た
）。

（
５
）	

石
塚
友
二
『
日
遣
番
匠
』「『
方
寸
虚
実
』
の
こ
と
」
学
文
社
、 

昭
和
四
十
八
年
。

（
６
）	

『
山
望
』
は
昭
和
五
十
一
年
刊
、
甲
鳥
書
林
の
最
終
期
の
本
、
昭
和
三
十
五
年
か
ら
四
十
五
年
ま
で
の
中
市
の
歌
を
収
録
。
猶
、
前
川
佐
美
雄
は
甲
鳥

書
林
か
ら
歌
集
『
大
和
』（
昭
和
歌
人
叢
書
・
第
六
、
昭
和
十
五
年
）、
天
理
時
報
社
か
ら
歌
集
『
天
平
雲
』（
昭
和
十
七
年
）、
養
徳
社
か
ら
『
一
千
歌



─ 35─（212）

集
』（
昭
和
二
十
二
年
）、
な
ど
を
刊
行
し
て
い
る
。

（
６
）	
他
に
『
歌
集　

坊
や
の
夢
』（
紫
朗
塔
社
、
昭
和
九
年
）『
新
民
謡
集
２　

黄
昏
の
雪
柳
』（
林
吉
之
助
刊
、
昭
和
十
四
年
）
が
あ
る
。
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
調
査
、
原
本
未
見
。

（
７
）	

吉
井
勇
の
書
簡
の
中
に
、
矢
倉
年
の
短
歌
に
添
削
を
し
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
。

（
８
）	

吉
野
孝
雄
『
文
学
報
国
会
の
時
代
』
第
六
章
「
戦
時
下
の
作
家
た
ち
」（
河
出
書
房
、
平
成
二
十
年
）
な
ど
、
こ
の
事
件
に
言
及
す
る
も
の
は
多
い
。

（
９
）	

こ
の
頃
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
田
坂
「
吉
井
勇
と
川
田
順　

│
昭
和
二
十
年
前
後
の
書
簡
を
中
心
に
│
」（
同
志
社
大
学
『
社
会
科
学
』
四
六
巻
四
号
、

平
成
二
十
九
年
二
月
）
で
言
及
し
た
。

（
10
）	

戦
後
中
原
淳
一
の
ヒ
マ
ワ
リ
社
か
ら
再
刊
さ
れ
る
と
さ
ら
に
人
気
を
博
し
、
今
日
で
は
松
田
智
雄
監
修
・
上
笙
一
郎
編
で
『
松
田
瓊
子
全
集
』
全
六
巻

（
大
空
社
、
平
成
十
九
年
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）	

近
藤
健
史
「
野
村
胡
堂
と
矢
倉
年
│
胡
堂
の
書
簡
が
語
る
も
の
」（『
日
本
大
学
通
信
教
育
部
研
究
紀
要
』
二
二
号
、
平
成
二
十
一
年
）、「
野
村
胡
堂
の

終
戦
の
あ
と
│
矢
倉
年
へ
の
書
簡
よ
り
」（『
日
本
大
学
通
信
教
育
部
研
究
紀
要
』 

二
六
号
、
平
成
二
十
五
年
）。

（
12
）	

吉
井
勇
の
『
流
離
抄
』
に
は
「
伊
賀
焼
の
當
年
男
の
窯
の
」「
芭
蕉
窯
主
人
の
焼
け
る
」「
友
の
書
き
し
芭
蕉
の
伝
を
」「
當
年
男
の
竈
の
徳
利
恋
し
も
」

な
ど
と
詠
ま
れ
て
い
る
。

（
13
）	

鷺
書
房
に
つ
い
て
は
岡
自
身
の
回
想
録
『
七
十
年
の
あ
し
あ
と　

本
と
あ
ゆ
ん
だ
私
の
小
径
』（
私
家
版
、
昭
和
五
十
七
年
）
が
有
益
。

（
14
）	

「
観
阿
弥
出
生
に
関
す
る
一
考
察
」（『
国
語
国
文
』
昭
和
三
十
二
年
十
一
月
号
）、「
楠
木
正
成
と
観
阿
弥
」（『
日
本
史
研
究
』
三
八
号
、
昭
和
三
十
三

年
九
月
）
ほ
か
。

（
15
）	

羽
仁
新
悟
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
玉
井
敬
之
「
あ
る
近
代
文
学
研
究
者
の
軌
跡　

│
羽
仁
新
五
の
仕
事
に
つ
い
て
│
」（『
同
志
社
国
文
学
』
一
九
号
、

昭
和
五
十
六
年
十
月
）
が
至
便
。

（
16
）	

久
保
文
武
「
羽
仁
新
五
さ
ん
の
思
い
出
」（『
伊
賀
百
筆
』
四
号
、
初
出
は
『
市
民
』
ゼ
ロ
の
会
、
昭
和
三
十
三
年
八
月
）、
い
ま
『
伊
賀
百
筆
』
誌
転

載
の
も
の
に
依
っ
た
。
同
号
は
羽
仁
新
五
の
五
十
回
忌
の
特
集
で
、
羽
仁
が
伊
賀
の
人
々
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
17
）	

富
田
民
治
は
、
岡
田
が
「
学
生
時
代
に
短
歌
部
で
和
歌
や
作
詩
な
ど
も
楽
し
ん
で
い
た
」（「
岡
田
さ
ん
の
思
い
出
」『
美
術
教
育　

岡
田
清
氏
追
悼
号
』

二
一
四
号
、
昭
和
五
十
年
）
と
述
べ
、
前
川
佐
美
雄
は
「
美
術
学
校
時
代
の
旧
師
平
田
松
堂
画
伯
」
の
縁
で
『
日
本
歌
人
』
に
参
加
し
た
と
、『
青
銅
』

の
序
文
で
記
し
て
い
る
。『
青
銅
』
は
そ
の
平
田
松
堂
や
金
原
省
吾
・
倉
田
三
郎
ら
の
装
画
を
ま
と
っ
た
美
し
い
本
で
あ
る
。

（
18
）	

「
戦
ふ
心
」
の
詩
評
で
醉
茗
は
「
此
人
は
前
号
に
も
一
篇
あ
り
」
と
記
し
て
お
り
、
十
八
年
七
月
号
に
本
多
梢
名
義
で
掲
載
さ
れ
た
「
山
本
元
帥
の
英
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霊
を
拝
す
」
が
そ
れ
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
。
詩
の
傾
向
は
一
致
す
る
か
ら
、
こ
れ
を
含
め
れ
ば
、
九
か
月
連
続
掲
載
に
な
る
。
本
多
は
石
黒
の
旧
姓

で
あ
ろ
う
か
。

（
19
）	
田
坂
注（
2
）論
文
。

（
20
）	

金
子
千
鶴
『
歌
集　

飛
天
の
ご
と
し
』「
あ
と
が
き
」（
日
本
歌
人
発
行
所
、
昭
和
五
十
四
年
）、
金
子
没
後
の
刊
行
。

（
附
記
）

　

貴
重
資
料
の
閲
覧
を
お
許
し
頂
い
た
日
本
近
代
文
学
館
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
、
岩
手
県
立
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
天
理
図

書
館
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
と
り
わ
け
貴
重
な
吉
井
勇
宛
書
簡
の
閲
覧
に
御
高
配
を
賜
っ
た
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
（
平
成
二
十

八
年
十
二
月
よ
り
組
織
名
変
更
、
調
査
当
時
は
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）、
担
当
の
土
橋
誠
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


